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山域 高原山山塊  

日程 ２０１９年７月２８日（日） 

天気 曇り/晴れ 

参加者 CL 小原 宮城 池田 高山 堀田 

行程 山の駅たかはら駐車場 9:30 ～（登山道）～二股（遡行開始）

～咆哮霹靂の滝～おしらじの滝（15:20 遡行終了） 

 

熱帯低気圧通過の影響で、当初予定していた前川大滝沢より計画を

変更。栃木県矢板市の「桜沢」での沢登り報告です。 

この夏も、楽しく元気に 

お過ごし下さい！ 



   

「山の駅たかはら」に車を駐車。 

まずは遊歩道を利用し、入渓地点となるスッカン沢との分岐点を 

目指します。 

桜沢と付かず離れず遊歩道があるので、沢の中で遊び過ぎて時間が

掛かった時や、ちょっと迂回したい時は遊歩道へ戻れるポイントが

多数あって便利なところですね♪ 

   

スッカン沢分岐点にて装備を整え、ＣＬよりレクチャーをして頂い

た後、いよいよ入渓です。 

ウォーターハイキングが楽しめる癒し系の沢と聞いていましたが 



今朝方まで降っていた雨の影響でなかなかの迫力です。 

でも、濁流じゃなくて良かった(‘ω’) 

 

  

ほどなく咆哮の滝（左）霹靂の滝（右）（ほうこうへきれき）の滝に

到着。振り仮名がなきゃ読めません・・ってか意味が分からない・・

沢登り初挑戦の 

高山さん 

とても健脚な方でした 

 

 



「晴天の霹靂」の霹靂と、咆哮は「獣などの叫び声」という意味 

らしいですよ。  

フリーで登攀はちょっと危なそうだったので、遊歩道を利用し滝上

部へ一旦迂回。 

その後、咆哮ノ滝を利用してＣＬより懸垂下降・登高器の使い方等を

教えて頂きました。 

桜沢も隣のスッカン沢も高原山の火山成分や鉱物の影響で普段は 

水がブルー✨だそうだが、今回はちょっと残念な色・・ 

それでも苔むしたグリーンと白い流水のコントラストが絶品！ 

また何段もの幅広のナメ滝が横たわっており遡行者を飽きさせませ

ん。ナメの合間に楽しい滝や釜があり泳ぐもよし！楽しく側壁をへ

つるも OK。小さな滝では１人ずつ腕試しをしてみたりして遊びまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５時２０分）本日の終着点、滝撮影のカメラマンで賑わう 

「おしらじの滝」到着。オーバハングした岩壁。そして深い滝壺。 

今日ここまで見てきた滝とは趣向の異なる美しい滝です。 

これはこれでなかなか見ごたえのある景色でございました． 

 

 



沢の水はやはり冷た～いのですが、地道に取り組んでいる 

体重増加計画（現在７０．２ｋｇ✌✌）と最近少しコツを掴んできた

気がする防寒対策さえしっかり怠らなければ、息を飲むような 

美しい絶景に出会うことが出来る楽しい沢でした。 

台風の通過直後であった為、プランニングが困難であったにも関わ

らず、素敵な山行を準備して下さったＣＬ、本当にありがとうござい

ました。 

とっっても楽しい梅雨明け間近の 1日でした！ 


